
 
 
メキシコ歴史文化講演会 2019 年 第 4 回 12 月 6 日報告 
 

メキシコにもたらされたキリスト教 
～カトリックの聖母像・聖人像にみる文化の混淆(こんこう)～ 

 

国立民族学博物館 外来研究員･大学非常勤講師  

渡辺 裕木  

       はじめに 
 メキシコでは 1521 年、アステカ王国の首都メヒコ・テノチティトランがエル

ナン・コルテス率いるスペインの侵略軍により陥落し、「コロニアル期（植民地

期）」が始まります。以降メヒコ・テノチティトランはヌエバ・エスパーニャ副

王領の首都メキシコ市として、先スペイン期とは全く異なる社会が築かれること

になりました。同地では、コロニアル最初期からスペイン人宣教師が拠点を置き、

布教活動が進められましたが、当初は洗礼を受けてカトリック信者になる先住民

の数は伸びなかったと言います。この状況を打破し、メキシコ市のみならず国内

の多くの地域にキリスト教が浸透した要因の 1 つは、「グアダルーペの聖母マリ

ア（以降、グアダルーペの聖母）出現の奇跡」のストーリーが広まったことに

あると言われます。 
本講演ではこの「奇跡」が現実に起こった証とされる聖母像（メキシコ市聖

マリア・グアダルーペ寺院内に展示）（図 1）の、コロニアル期以降に制作され

た数多くのレプリカ（聖母像以外が描き込まれた絵画も含む）が、時代毎にど

のような社会的環境において制作されたか、その変遷に焦点を当て、他の聖人像の例も交えながら、先スペ

イン期とコロニアル期それぞれの社会で成立した全く異なる思想がいかに融合し、現在のメキシコ人の信仰

確立に影響を与えて来たか、その一端を考察しました。 
＜本稿では分量の関係上、グアダルーペの聖母像のみを取り上げます。＞ 

「グアダルーペの聖母マリア出現の奇跡」 
 1521 年 12 月 9 日早朝、メキシコ市北部の集落に住む先住民フアン・

ディエゴがテペヤックの丘と呼ばれる地域を歩いていると、妙なる鳥の

声が聞こえ、赤い衣と緑のマントを身につけた聖母マリアが現れました。 
聖母は、自身を祀る礼拝堂の建立をナワ語（アステカ人の使った言

語）でフアン・ディエゴに頼みました。フアン・ディエゴはトラテロル

コの修道院（現サンティアゴ・トラテロルコ旧修道院）へ赴きスマラガ

司祭と話をしましたが、司祭は「一介の先住民」であるフアン・ディエ

ゴの話を信じません。フアン・ディエゴはテペヤックとトラテロルコを

行き来し、聖母の出現と伝言を司祭に信じさせるよう尽力します。最終

的にフアン・ディエゴは、12 月 12 日早朝、聖母 4 度目の出現の際に「出

現の証拠となる花」を授けられ、それを携えてトラテロルコへ向かいま

すが、その間に聖母は、病に臥せり危篤に陥っていたフアン・ディエゴ

のおじの枕頭にも現れ（「5 度目の出現」）、自分は「グアダルーペの聖
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図1.グアダルーペ寺院内の聖母像(筆者撮影) 
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母マリア」であると名乗り、病を治す奇跡をおこしました。一方フアン・ディエゴは、

スマラガ司祭の前で花をくるんでいた着衣（tilma）を広げますが、そこにはテペヤッ

クで彼が出会った聖母マリアの像が浮かび上がりました。スマラガ司祭らは跪き、聖母

の出現を認めました（図 2）。 
              グアダルーペの聖母像の拡散 

 グアダルーペの聖母が姿を現したテペヤックの丘は、先住民にとってはトナンツィン

（ナワ語で高貴な女神を意味する）の聖地とされる場所です。ここに褐色の肌を持つ聖

母が現れ、その話が広まって先住民の信者が爆発的に増えたと、現在も多くの人々が考

えています。しかし奇跡の目撃者の 1 人とされるスマラガ司祭自身は奇跡について何も書き残しておらず、説教

で語った記録もありません。奇跡が起こったとされる 1531 年から四半世紀が経った 1556 年になって、スペイン

人に教育を受けたアントニオ・バレリアノという名の先住民が、アルファベットで記したナワ語で書き残してい

ますが、同書は約 1 世紀後に『ニカン・モポウア（ここに語られる）』というタイトルで出版されるまで、世に出

る事はありませんでした。 
 またフアン・ディエゴの着衣に現れた聖母像に関する 16 世紀の文献も少なく（最古の記録は『ニカン・モポウ

ア』同様 1556 年）、それらの文献からは、当時、先住民が質の良い聖母像を描いたことの真偽や、先住民が描く

聖人を認める是非などが議論されていたことが読み取られます。このことから、当初は聖母像が人の手で描かれ

た絵画であることが当然のこととして認められ、征服間もない時期の先住民の作

品である可能性まで議論されていたことが分かります。 
 1648 年になって、グアダルーペの福音者と呼ばれたミゲル・サンチェスが『神

の母なるグアダルーペの聖母マリアの図像（Imagen de la Virgen María Madre de 
Dios de Guadalupe）』を発表しました。同書は、テペヤックの丘に聖母が出現する

奇跡が 1531 年 12 月にあったと広く信じられるようになった要因であると考えら

れています。また、1 年後の 1649 年には『ニカン・モポウア』が、グアダルーペ

の聖母に関する別の書物の中で発表されました。 
 グアダルーペの聖母像を模した絵の中で、現存する最古の絵画は、1606 年に描

かれたバルタサル・デ・エチャベ・オリオの作品（図 3）で、これは現存する数多

くの聖母像の中でも非常に細かい所までオリジナルに模して描かれており、画家

は実物を見たことがあると推測されますが、それ以外の作品は全て 17 世紀半ば以

降に制作されており、聖母像の周囲にフアン・ディエゴの前に聖母が出現した 4
つの場面が描きこまれた作品が多く見られます。つまり、2 冊の書物の出版が、グ

アダルーペの聖母像の「量産」と、「奇跡」の情報拡散のきっかけとなり、ひいて

はメキシコのグアダルーペ信仰の火付け役になったと考えることができます。以

降メキシコで制作されたグアダルーペの聖母像の数は、コロニアル期の有名作品

だけでも画集に収まらないほどです。 
グアダルーペ信仰の浸透 

 1746 年に出版された、カジェタノ・カブレラ・キンテロ著『メキシコの紋章とマトラツァワトル(Escudo de Arma 
de México y Matlazáhuatl)』には、1737 年から 2 年続いた疫病流行の被害が人口減少を引き起こす程甚大であった

様子と、この時に芽生えた病の守護神としてのグアダルーペの信仰について記されています。また 18 世紀以降の

聖母像には装飾性が高い作品が多く、教会や修道院のみならず一般の人々の生活空間にも聖母像が飾られ、彼ら

の生活に浸透していたことが伺えます。 
1751 年には、メキシコの総主教の求めにより、グアダルーペの聖母像は保存用

のガラスケースから外され調査が実施されました。ホセ・デ・イバラなど当時の

名だたる宗教画家らが参加して実施された調査の結果は、グアダルーペ像の画家

としても名高いミゲル・カブレラによりまとめられました。報告書の中でカブレ

ラは、画法などを客観的に述べていますが、作家に対する具体的な言及は避けて

います。このことは、聖母像の奇跡性が教会組織の前で否定し難いものになって

いた当時の風潮を示唆すると言われています。一般的にはカブレラは、聖母像が

天使の手による絵画であると認めた画家として知られますが、報告書にそのよう

な記述はなく、後年の流言であったと思われます。 
独立戦争期およびメキシコ革命期の聖母像 
19 世紀初頭の独立戦争では、グアダルーペの聖母像は独立戦争の旗印でした

（図 4）。独立戦争は、先住民とスペイン人が戦った征服期とは異なり、メキシコ

生まれのスペイン人（クリオージョ）や、スペイン人と先住民の混血である人々

（メスティーソ）らが、スペイン帝国の支配から逃れる為の戦いであり、トナン

ツィンの聖地に現れた聖母への信仰がコロニアル期を通してメキシコで浸透し

た過程が、2 つの文化の混淆の象徴とされたと考えられます。 
 一方、独立達成後、自由主義の理念による政治改革（レフォルマ）が行われる

図 3.デ･エチャベ･オリオ作 
｢聖母グアダルーペ｣ (参考文献 3) 

図 4.アントニオ・ファブレス作 
「イダルゴの立像」 (グアダルーペの

旗を掲げている)(参考文献 1) 

図 2.グアダルーペ寺院構内 
聖母顕現の場面(筆者撮影) 
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と、徐々に政教分離が進み、キリスト教の絶対性は薄れて行きました。特に 20 世紀初頭のメキシコ革命時の政府

は反カトリックの姿勢を強め、グアダルーペ崇拝に否定的な立場を示した為、革命政府支持者らによる略奪や破

壊を恐れて一時的に聖母像を隠す動きもありました。しかし一方で、革命指導者の一人であるエミリアーノ・サ

パタは聖母像を民族主義の象徴として軍旗や帽子に付け、また一般市民の間では、グアダルーペの聖母が病気や

災害の守護神や芸事のパトロンとして信仰され、聖母像を描き込んだ小型の奉納画（Exvoto）を絵馬のように奉

納する習慣が広がっていました。 
聖母像の「真贋」をめぐって 

 聖母像の科学調査の実施は、現在においても容易なことではありませんが、1980 年代以降、教会の依頼あるい

は許可を得て、複数回実施されています。その結果、グアダルーペの聖母像が描かれた布は、従来信じられて来

たリュウゼツランの繊維ではなく、麻で織った布に描かれていること、現在表面に見えている図像の下にはおそ

らく16世紀半ばと17世紀初頭に描かれた異なる２層の絵があり、現在の画像が完成したのは1632年であること、

使用された画材や付着物質の一部などが分かっています。また絵画修復が為された跡も見つかっています。この

ことから、既述の最古の模写が描かれた時期（1606 年）との整合性などに不明な点は残るものの、グアダルーペ

の図像がメキシコ国民の中で一般化したのが 17 世紀半ば以降であることが確認できます。 
科学調査を実施しても、その結果の容認を得られないことも少なくありません。教会から依頼されて実施する

調査においてすら、現物への接触などが制限されることがあり、調査が万全の状態で実施されないことは、出現

信仰主義者（aparicionistas）ら一部の人々にとって、調査結果を受け入れない理由になっています。カトリックの

総本山であるバチカンも、布の繊維や画材の同定結果を実質容認しない立場を取り、フアン・ディエゴの実在と

奇跡性を認め、フアン・ディエゴは 2002 年に聖人に列せられました。 
おわわりに―現在の聖母像― 

本講演では、主にグアダルーペの聖母像に関する記述と図像に焦点を当てました。現在のメキシコでは、国中

いたる所でグアダルーペの聖母像が祀られており、今なお重要な信仰の対

象であることが分かります（図 5）。また、独立後の聖母像が国民的アイデ

ンティティーの象徴とされた歴史に起因して、ユニフォームや家屋の装飾

デザインなどに取り入れられています。ファッションなどでは、必ずしも

信仰や象徴としての面に因るばかりではなく、赤と緑を基調としたデザイ

ンそのものが愛好される傾向も感じますが、信仰心に基づく敬意が失われ

ているわけではなく、特に若い世代では、信仰の形・表現が自由になって

いると感じます。 
 本講演を準備するにあたり、あらためて資料を精査するなかで、先スペ

イン期の世界観、宗教観が定着していた土地で、征服者に押しつけられた

はずの宗教が国民の精神生活の非常に重要な要素となるには、まずコロニ

アル期初期にメキシコに入植した宣教師の圧倒的な仕事量が必要だったことを再確認しました。他国の征服や被

征服者に対する宗教強要の是非はともかく、当初は数人のみだった宣教師が言語、生活習慣、宗教などあらゆる

先住民文化を研究し、同時に先住民にはスペイン語の会話や文字の書き方、スペインの建築技術から西洋画の描

き方に至る全てを教えた記録にはいつも圧倒されます。良くも悪くも、メキシコのグアダルーペ信仰は、多種多

様な立場の人々の思惑、策略、努力などの上に確立したことを新たに感じることができました。 
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Especial de México desconocido, México pp.7-11 
＜了＞ 

 
 
 [編集部記：2019 年度のメキシコ歴史文化講演会は「メキシコ伝統文化の存続と西欧文化との融合 500 年」を共通テーマに、

「征服後、先住民が西欧文化と出会い、伝統文化の存続と融合をどの様に進めてきたか？」を確認する全 4 回シリーズで実施

しました。第 1 回は 9 月 27 日に井上幸孝専修大教授に「メソアメリカ先住民の絵文書と植民地時代の変容」（本誌 2020 年 1 月

号に報告掲載）、第 2 回は 10 月 18 日に鈴木紀国立民族学博物館教授に「メキシコの食文化と造形表現の変化」（同 4 月号）、第

3 回は小林貴徳専修大准教授に「われらは大地を食べ、大地はわれらを食べる」（同 4 月号）と題してそれぞれ研究成果を発表

いただきました。本号には 12 月 6 日開催の第 4 回講演会の報告をご寄稿いただきました。4 人の講師にはご多用のなかご講演

を準備いただき、編集部の求めに応じて玉稿をお寄せいただきました。また、総勢 150 名のアミーゴ会会員や非会員のご出席

がありました。メキシコ大使館文化部には会場設営など広汎かつ周到なご協力をいただきました。改めて各位に感謝申し上げ

ます。2020 年度の講演会事業は COVID-19 の収束状況を勘案しながら取り組みたく存じます。どうぞご期待ください。】 

図 5. バス停に祀られる聖母マリア(筆者撮影) 
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 私とメキシコ：連載その 2   
 

米沢の暁星「支倉六右衛門常長」 
～2020 年は常長の帰朝 400 年～ 

メキシコ・日本アミーゴ会 
メキシコ代表  遠藤滋哉 

 
 
 
 
 

激動の時代に生きた男たち 
ここで常長の運命に大きな影響を与える男たちの登

場です。 
まず、「それでも地球は動く！」とつぶやいたのはロ

ーマ教皇庁宗教裁判の被告席のガリレオ・ガリレイで

した。それまでは 2 世紀に顕れた博物の天才クラウデ

ィオス・プトレマイオスが唱えた「天動説」が固く信

じられ、ローマカトリックの宗是となっていたからで

す。また、「ハムレット」、「マクベス」、「リア王」、「ヴ

ェニスの商人」などの数々の戯曲を生んだ稀代の劇作 

家ウイリアム・シェイクスピア。さらに、数奇な運命で

徳川家康の家臣となり、外交顧問として日本で初めて洋

式帆船を建造したもうひとりのウイリアム・“アダムス”。

そして、常長の渡欧ミッションの伏線を張ったドン・ロ

ドリゴ・デ・ヴィヴェロ・イ・アベルーサ。 
この 4 人の男たちは、ルネッサンスの巨星ミケラン

ジェロ・ブオナローティが没した 1564 年、この世に

生を受けています。 
 

 

ウイリアム・アダムス：三浦按針 
これらの男たちこそが本稿の本舞台の重要な脇役た

ちです。それぞれに興味を抱く人物でこの稿の紙面だ

けではとても被い切れません。今回はアダムスとアベ

ルーサに焦点をあてます。この二人は徳川幕府の創成

期に家康の仲介で運命の邂逅をします。 
ウイリアム・アダムスはイングランドの南東ケント

州（ドーバー海峡、フランスに一番近い）の街ジリン

ガムで生まれました。幼少の頃より船大工棟梁ニコラ

ス・ディキンズについて造船技術を学びますが、彼自

身は航海技術の方に興味があったようです。前述の「ア

ルマダの海戦」の 10 年後、弟のトマスと共にオランダ

の商船会社に就職して、1598 年に 5 隻の船団の旗艦

「ホープ号＝“希望”」の航海士として南米経由南アジ

アを目指しロッテルダムを出港します。大陸南端のマ

ゼラン海峡（世界一周航海を果たしたフェルナン・デ・

マガリャンイス＝マゼランの名が付けられた）を越え

て北上途中のチリ沖で嵐に遭い、「ホープ号」が沈没し

たので僚船のリーフデ号（Liefde：オランダ語で“愛”）

に移乗しました。一隻

だけの航海は艱難を

極め、途中の寄港地で

弟のトマスは先住民

に殺害されてしまい

ます。 
乗船リーフデ号は

さらにいくつかの嵐

に遭いホウホウの体

で、1600 年 4 月 29 日（家康にとっては関ヶ原合戦の

年なのであえて日付も付記しました）に豊後国（大分

県）臼杵に漂着します。リーフデ号（300 ㌧）の出航

時に 110 人いた乗組員は漂着した時には 24 人となっ

ていました。そのうち立って歩ける者は 6 人のみ、翌

日 3 人が死亡、最終的な生存者は 14 人だけでした。 

生存者の多くはオランダへの帰国を希望しましたが、

故国へ帰れた者は一人もいませんでした。また、ロッ

テルダムを出航した 5 隻のうち、無事帰還した船は途

中で船団からはぐれた「ヘローフ号＝“信仰”」のただ

一隻だけだったのです。 
豊後漂着後に生き残った 14 人の一人、航海士のヤ

ン・ヨーステン（1556？～1623 年、オランダ人）は、

重体で動けなかった船長のヤコブ・クワッケルナック

の代わりに、同じく生存したメルキオール・ファン・

サントフォールト（1570？～1641 年、オランダの貿

易商人）、ウイリアム・アダムスと共に大坂に護送され

て大坂城で家康が引見、後に旗本に取り立てられ江戸

城下の東側に屋敷を賜りました。その屋敷の場所が「ヤ

ン・ヨース＝やえす（八重洲）」と呼ばれるようになっ

たのはよく知られた話です（東京駅八重洲口に記念プ

レートがある）。 
アダムスは家康からの下問に、本国イギリス（イン

グランド）、オランダ、さらに敵国スペインやポルトガ

ルとの関係も客観的に述べるなどして、好意的な評価

を得ました。また、世界知識（最新の世界情勢）、航海、

造船技術を認められて旗本に取り立てられます。相模

国逸見（へみ）に 250 石の領地を与えられ、日本名「三

浦按針」と名乗り、三浦半島浦賀湊に来航するスペイ

ン船との外交交渉を受け持ち、家康の外交顧問として

仕えました。徳川幕府を盤石にするための大いな力と

なりました。 
家康はアダムスの乗船「リーフデ号」を大坂に、さ

らに三浦半島浦賀に回航させて、装備されていた大砲、

小銃を荷揚させて関ケ原の戦いに使用したと記録に残

っています。 
「リーフデ号」は商船ですが、外洋には海賊が多く、

スペイン、ポルトガルは敵国ですから、この当時は商

船といえども武装していました。大砲 20 門、500 挺の 

長崎ハウステンボスに係留されているリーフデ号（復元） 

 

激動の令和弐年、2020 年はメヒコとも縁が深い「支倉六右衛門常長」が元和六年（1620 年 9 月 20 日）故国、

仙台に帰郷して 400 年となります。この節目の年に今一度、常長が太平洋と大西洋の 2 つの大洋を越えて成

就した「慶長遣欧使節」を振り返ってみたいと思います。 
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ブエナ・ヴェントゥーラ(幸運)号 
日西墨比貿易港之碑(東浦賀･東叶神社) 

火縄銃、5000 発の砲弾、300 発の連鎖弾（海戦では敵

船の帆を破る武器として有効であった）、それに 5000
ポンドの火薬が積まれていました。 
これらの最新武器は関ヶ原合戦を前にした家康には

魅力的だったはずです。家康は関ヶ原の戦いに先立つ

1600 年の会津攻め＝上杉討伐（背景には上洛要請を断

る家老・直江兼続の挑発的な返書「直江状」がある）

に使用する準備をしていました。しかし、実際には上

杉勢とは合戦になりませんでした。家康が東山道を野

州（下野国=栃木県）小山まで召集諸将 5 万 6 千の手

勢で攻め上って来たところに、「大坂にて（石田）三成

挙兵！」の知らせが届き、全軍大返しで引き上げ、関

ヶ原へとなだれ込みます。 
砲術に長けていたヤン・ヨーステンは砲術指南役と

して、関ヶ原、大坂冬・夏の両陣でカルバリン砲の操

術で家康の陣で貢献します。 
また、アダムスは家康の命で、一緒に遭難漂着した

船大工のピーター・ヤンスゾーンと共に小型洋式帆船

を 2 隻（80 ㌧、120 ㌧）を建造、そのうちの 120 ㌧船 

は後日、千葉県の御宿沖で座礁遭難したフィリピン前

総督ドン・ロドリゴ・デ・ヴィヴェロ・イ・アベルー

サをノヴィスパン（ヌエヴァ・エスパーニア＝スペイ

ン副王領のメキシコ）に送り届ける「ブエナ・ヴェン

トゥーラ号（＝幸運、和名：按針丸）」でした。 
航海士だったアダムスは、相模

湾、駿河湾の湾内海流の複雑な流

れを外洋航行の大船が航行する

には不向きであると家康に進言

しています。家康の隠居城があっ

た駿府（静岡市）は暴れ川の異名

を持つ安倍川の治水も難しく、

駿河湾での貿易港の建設を断

念しています。 
後に登場するセバスチャン・ヴィスカイノの調査で

は、石巻、牡鹿半島北の付根、雄勝湾水浜が最適な港

になると報告しています。この点も家康が後々、仙台

藩主伊達政宗にノヴィスパンとの交易を託した一因と

言えましょう。 
 

ドン・ロドリゴ：波瀾万丈のアベルーサ 
 さて、「慶長遣欧使節」が企画された伏線に触れてゆ

きます。もうひとりの重要な脇役ドン・ロドリゴの登

場です。スペインのオルメドで荘園経営をしていた祖

父のロドリゴ・デ・ヴィヴェロ・イ・グスマン。その

息子ロドリゴ・デ・ヴィヴェロ・イ・ヴェラスコは母

の兄（伯父）に当るドン・ルイス・デ・ヴェラスコ（二

代目ヌエヴァ・エスパーニャ副王）を頼ってノヴィス

パンに渡り、そこで広大な荘園を所有するヴァリエン

テ家の若き未亡人メルチョーラ・デ・アベルーサ・イ・

ペジセール（ヴィゥダ・デ・アロンソ・ヴァリエンテ）

と結婚して、二人の間に三代目のドン・ロドリゴがメ

ヒコ市の東方プエブラ州の“テカマチャルコ”で生ま

れます。 
（注：当時の人物の名前は長くて煩雑なのですが、正確を期するた

め出来るだけ文献に添った表記にします。ドン・ロドリゴ・デ・ヴ

ィヴェロは祖父の代から三代同じ名前で、母方の実家の姓を付けな

いと爺ちゃんか、孫か区別がつかないのですが、この稿での三代目

ドン・ロドリゴは「アベルーサ」と表記します。） 
 アベルーサは幼少時代、エスパーニャ本国で教育を

受けて成長、利発だったことからフェリペ二世（カト

リックの聖地奪還を果したイサベラ、フェルナンド両

王の曾孫。祖父のフィリップ美公子の名を継いで“フ

ェリペ二世”。また、彼は「天正遣欧少年使節」の接見

もしている。）の 4 番目の妃で、次代国王“フェリペ三

世”の生母となるアナ・デ・アウストリア王妃の小姓

を勤めていたこともあり、後に長じてフェリペ三世に

重用されることになります。 
 クリオージョ（ノヴィスパン生まれのスペイン人）

である彼は生国のノヴィスパンに戻り、大伯父の二代

目副王ドン・ルイス・デ・ヴェラスコの許、サン・フ

ァン・デ・ウルア要塞守備隊長兼市長、タスコ市長（銀

の大産出地）、ヌエヴァ・ヴィスカヤ地方長官（これも

銀が豊富に採れるメヒコ北部のハリスコ、サカテカス、

ドゥランゴ、シナロア、ソノラ、コアウィラ、チワワ

州にまたがる広大な一帯）、そして 1608 年、ヌエヴァ・

エスパーニャの直轄領であったフィリピンのペドロ・

ブラヴォー・デ・アクーニャ総督の死去を受けて、マ 

ニラへ臨時総督として派遣されます。一年間余りの在

任中、官吏としても有能だった彼はマニラで“八幡船”

を取締り、収監していた 200 人ほどの日本人を 1608
年 5 月、秀忠の使者として来訪した“アダムズ”とマ

ニラで会見した機会に家康の下に送還しました。この

時、アベルーサの寛大な処置に感服した家康から感状

と、航海の途上に浦賀湊への寄港を許す“朱印状”を

受けています。 
（注：八幡船＝ばはんせん＝私貿易船として東南アジア海域を跋扈

して時には海賊行為もした。八幡大菩薩の船旗を立てていたのでこ

う呼ばれて周辺国から恐れられていた。） 
（注：この当時、関ヶ原合戦に敗れた西軍の武士たちが大挙して東

南アジアへ新天地を求めて逃れて行ったと謂われています。その数

は 2 千人とも 3 千人とも。） 
 今から 411 年前、このドン・ロドリゴ・デ・ヴィヴ

ェロ・イ・アベルーサがマニラからの帰路、房総沖で

暴風雨に遭い、御宿の海女さんたちに助けられた故事

は多くの解説がありますので、ここでは簡単に触れま

す。関ヶ原の戦いに勝利した家康は着々と江戸に政権

を経営する準備を進め、自ら大御所となり 1605 年将

軍職を秀忠に譲ります。一方、ノヴィスパンの植民地

経営は征服者エルナン・コルテスが 1519 年アステカ

王国にわずか 500 人の兵と 16 頭の馬でやってきて、

1521 年に征服を遂げます。1535 年に初代副王（総督）

アントニオ・デ・メンドーサが赴任して、カトリック

の布教と共にノヴィスパンの植民地支配が進みます。 
コルテスの新大陸上陸から 90 年の 1609 年、ヌエヴ

ァ・エスパーニャ管轄領だったマニラ臨時総督の任を

解かれノヴィスパンに帰国するドン・ロドリゴ（アベ

ルーサ）は、3 隻の船団の旗艦「サン・フランシスコ

号」（1000 ㌧。当時のスペイン・トンは 0.68 ㌧＝１㌧

で実質 680 ㌧。乗員 373
名）に乗船、一路アカプ

ルコを目指して航行して

いました。マニラ港を出

て65日目に最初の嵐に遭

遇、続いて次々に台風が

襲い 68 日目の 9 月 30 日 
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に乗船は房総半島夷隅郡岩和田沖で座礁、乗員は海岸

に打ち上げられる者、何とか浜に泳ぎ着くもの、死亡

者 56 名の大惨事となりました。 
 
 
 
 
 

 
 

御宿と呼ばれたこの漁村は当時漁民 300 人ほどの寒

村です。そこへ 370 人もの遭難者があふれ、低体温症

で瀕死の乗組員たちを海女さんたちが夫の許しを得て、

裸で抱いて温め、何と 317 名も救助したのです。 
また、この領地を治める大名が家康側近、徳川四天

王の一人本多忠勝の次男本多忠朝だったこともロドリ

ゴ一行に幸いしました。家康の「朱印状」を携えてい

たアベルーサは忠朝の計らいで江戸城で将軍秀忠に、

続いて駿府の大御所家康に謁見します。スペイン本国

皇帝にも通じるノヴィスパン高官のアベルーサとの出

会いを好機と捉えた家康はいくつかの取り決めをしま

す。その中で、政権財政を豊かにしたい家康はどうし

ても、ノヴィスパンの進んだ銀の製錬技術が欲しかっ

たのです。この頃の日本の金銀製錬法は「灰吹法」で 

たいへん非効率なものでしたが、スペインがノヴィス

パンやペルーで用いていた「アマルガム法（混汞（こ

んこう）法）」は水銀を触媒として抽出する優れた技術

でした。家康が浦賀に港を開いた思惑は寄港するスペ

イン船との直接交易、すなわち、（マニラを経ない）ノ

ヴィスパンとの直接貿易とアマルガム法の収得だった

のです。この期待は後の伊達政宗との“企み”にも繋

がるものでした。 
 11 年前の 2009 年 9 月 26 日、アベルーサ漂着、日

本とノヴィスパンとスペインの出会い 400 周年記念式

典が御宿町「メキシコ記念公園＝日西墨三国交通発祥

記念之碑（通称メキシコ塔）」で皇太子殿下（現・天皇

陛下）のご臨席の下、

盛大に挙行されました。 
ちなみに、この縁で

御宿町は 2013 年 10 月、

アベルーサ生誕の地テ

カマチャルコ市と姉妹

都市・町協定を結びま

した（御宿町は他に、

常長寄港地の縁で 1973 年 10 月、アカプルコ市とも提

携）。この姉妹都市提携、交流使節団に筆者も同行して

います。 
次節はそのレポートの略述です。 

 
テカマチャルコ：ドン・ロドリゴの霊廟を訪ねる 

御宿からの使節団がメヒコで一番最初に訪ねる町が

何故「テカマチャルコ」だったのか？。 
ドン・ロドリゴ・アベルーサのお墓があると言われ

るテカマチャルコはメキシコ・シティーからプエブラ

まで東へ 127km、フォルクス・ワーゲン工場を左手に、

プエブラの街（人口 100 万人余の大都会）を右手にさ

らに 53km、高速道路 2 時間半ほどの道のりです。 
セントロ（街の中心）のこじんまりしたソカロ（中

央広場）を廻って丘陵を登りかける高台に、旧サン・

フランシスコ修道院は町を見下ろすように建っていま

す。初めて目にするサン・フランシスコ修道院はテカ

マチャルコの丘の中腹に、折からの雨の中、古色蒼然

とたたずんでいました。この旧修

道院は左側に単塔の鐘楼をもつ城

砦教会で、強制的にキリスト教に

改宗を強いられた先住民の反乱に

備えた籠城抗戦を想定した造りで

す。日本の種子島に鉄砲が伝わる

2 年前 1541 年の建立と云います。

入り口を入って直ぐの、フランシ

スコ会宣教師が多くの住民に洗礼を授けたであろう

“聖水盤”には、先住民の彫石細工の妙が偲ばれます。 
 ここにには我々日本人が考えるドン・ロドリゴ・ア

ベルーサのお墓はありません！この修道院そのものが

「ヴィヴェロ家の霊廟」で、“CRIPTA（クリプタ）”

と呼ばれる納骨堂なのです。礼拝堂の地下安置室には

グスマン、ヴェラスコ、アベルーサ（今回の主人公＝

ドン・ロドリゴの祖父から三代、3 人ともロドリゴ・

デ・ヴィヴェロと同じ名前）と三代に亘るヴィヴェロ 
家の、さらに後年の代々の縁者の霊が眠っています。 

ドン・ロドリゴ・デ・ヴィヴェロ・イ・アベルーサ

は 1627 年、時のスペイン国王フェリペ四世より「伯

爵」を授爵、オリサバとプエブラにまたがる広大な領

地を与えられ「初代オリサバ伯爵」と称せられます。

また、アベルーサ初代伯爵は自分の死後、仕えた小作

人たちが悪徳荘園管理人に理不尽な扱いを受けて困ら

ないように土地と金を与えると遺言を残した（当時と

しては破格な処遇）とする、高潔高邁な人柄を物語る

逸話が伝えられています。 
 そのアベルーサが帰国船の遭難、難破時に救われて

九死に一生を得たのが御宿なのです。それは 411 年前、

御宿の海女さんたちが 317 名（56 名は死亡）を助け、

貧しい村人たちが 37 日間もなけ無しの食料や衣類を

与えてもてなした、純朴な人間愛に根ざした精一杯の

善意の施しでした。当時の為政者が新たな船を造り彼

らを故国へ送り届けた史実に、先人たちの比類なき心

意気は何度聞いても人々の心に感動を呼び起こします。

400 年の悠久の時の流れ。どれほどの歳月なのでしょ

うか･･･。今回、この霊廟に御宿の使節団がお参りする

ことは大変意義深く、多くの人々に先人たちの偉業へ

畏敬の念を思い起こさせ、メヒコと日本の新たな友好

の未来を紡ぎ出してくれることでしょう。 
 今回の訪問時にテカマチャルコを案内してくださっ

た町役場の職員グアダルーペさんは「CUAMATZI=ク
アマッツイ」という先住民トラスカラ族の姓を持ち、

その血筋に誇りを持っている様子でした。当時のガレ

オン船の下級乗組員はほとんどがトラスカラ族だった

こと、さらに御宿での出来事を話すと、彼女は目を輝

かせて先祖の御宿での苦難との出遭いに想いを馳せて

いました。 ＜連載 3 に続く＞
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メキシコ料理と歩む：連載 10  
食の世界遺産 

メキシコ料理へのアプローチ 
メキシコ料理店 La Casita  
オーナーシェフ 渡辺庸生  

 
 
 
 

       第 37 章 旨みの素“乾燥チレ”に感謝 
メキシコのメルカード（市場）を巡ると、各地域そ

れぞれの唐辛子が何種類も山積みで売られている。そ

れだけ国民の需要が大きいのだが、購入する際、彼等

にとって一番大事なことは辛さでは無く、それらが持

っている香りと旨味なのである。 
サルサ・メヒカーナに使われるチレ・セラーノは突

いてくるような辛味と共に、野趣な青い香りと瑞々し

い果肉の旨味を兼ね備えている。大人の小指ほどの大

きさだが、山地に育った自然のままの素朴さは実に味

わい深いものがある。フレッシュなチレの中では断然

の大きさ（15cm くらい）を誇るチレ・ポブラノも野

性味溢れる青野菜の香りの中に、噛み締める旨さとほ

のかに漂う甘味が絶妙である。主に付け合わせや詰め

ものに使われる。形がリンゴに似ているチレ・マンサ

ーノは強い辛さと甘い果実性が同居していて、パパイ

ヤやパインを彩にしたフルーツ系サルサ等に調理され

る。 
チレ・ハラペーニョやチレ・アバネロも生のまま、

刻んだトマトや玉ねぎと混ぜてサルサにしているが、

意外なことにメキシコでは酢漬けのチレ・ハラペーニ

ョが好まれている。タコスと並んで全国的な大衆食ト

ルタ。鉄板で加熱したハムやソーセージを煎り玉子や

目玉焼き等と炒め合わせたものを、薄い楕円形のコッ

ペパンに挟んだものだが、アクセントとして欠かせな

いのが、スライスしたアボカドと酢漬けのチレ・ハラ

ペーニョのトッピング。安価でボリュームもあり正に

庶民の味方、私も在墨当時、休みの度に近所のトルタ

屋で空腹を満たしたものである。 
コロンブスが大陸を発見した 1492 年、初めて唐辛 

子と遭遇するのだが、それまで

の凡そ 1 万年間、先住民が食生

活の糧にして来たそれらは偉大

な側面を忍ばせていた。狩猟採

集時代には獲物の肉の香辛料と

して使われていたのか、農耕を

始めてから気付いたのか定かで

は無いが、干したチレからは出

汁が出るのである。 
乾燥させても 15cm～20cm の長さを持つチレ・パス

ィージャ、生はチラカと呼ばれ煮物などに利用される

が、前者は昆布の旨味を備え持つ。他にもチレ・アン

チョ、チレ・ウァヒージョ、チレ・ムラ―トには昆布

を香ばしくしたような風味がある。驚くのはチレ・ハ

ラペーニョを干してから燻煙したチレ・チポトレを加

熱すると、まるで鰹節のような旨味が溢れ出る。残念

ながら日本の唐辛子達にはとても追いつけない持味で

ある。 
痩せた土地だと頑張る唐辛子にとってメキシコの石

灰質土壌は、絶好の環境だったに違いない。他国だと

タイ、ベトナム、韓国、中国の四川等の唐辛子達も、

御多分に漏れず個性ある美味しさを披露している。肥

えた土の我が国では甘えて未熟なまま成長するので、

過保護の状況で大人になったようなものである。唯一、

メキシコ本国のそれに近かったのは、唐辛子祭りのイ

ベントで出会った大田原の栃木三鷹、香りも味も申し

分無しだった。唯、全国に出荷出来る生産量では無い

ので、その方面に機会があれば是非、味わって頂きた

いものである。 
第 38 章 シラントロとエパソテが醸す味に感謝

メキシコ料理の調理に欠かすことの出来ない二つの

葉っぱ、Cilantro（シラントロ）と Epazote（エパソ

テ）。前者はコリアンダーの生葉、後者はアリタソウと

呼ばれる野生の茶葉である。日本でも一時期のタイ料

理ブームのおかげで、シラントロはパクチーの名で広

く世に知られるようになった。香菜（シャンツァイ）

とも呼ばれ、現在では世界中で栽培されている。 
調べてみると原産は地中海地方。その歴史は古く、

紀元前 1550 年の医学書「エーベルス・パピルス」や

サンスクリットの書物などに、料理法や薬としての使

い方が記されている。聖書にも登場していて、神がイ

スラエルの民に与えた食べ物マナについて、コエンド

ロの種のように白いと形容している（出エジプト記 16
章 31 節）。 注：参考文献『スパイスブック』山と渓谷社。 
メキシコ修業当時、最初はその香りとクセのある味

に抵抗があったが、日々暮す内に、いつのまにか好き 

になっていた。玉ねぎとシラントロの生葉を刻んだだ

けの薬味はシンプルだが、中東方式で肉を重ねて横火

で焼いた「タコス・アル・パストール」や、厚めのマ

サ（とうもろこしを練った生地）で食用サボテン等の

具材を包んで焼いた「ゴルディータ」には必要不可欠

なものである。又、完熟した緑のトマトで作るサルサ・

ベルデや赤いトマトが定番のサルサ・メヒカーナにも

シラントロはその香りと風味で独特のアクセントを与

えている。 
 ラ・カシータを開業した 1976 年頃はシラントロを

手に入れる術（すべ）が無く、止むなくサルサ・メヒ

カーナはシラントロ抜きで調理を講じたが、結果的に

トマトの風味豊かなサルサが評判を呼び、常連客は増

えていった。あれから 40 年余、現在も当初のレシピで

仕込んでいる。旧山手通りにオープンした頃、親しく

なったメキシコ大使館の方に種子を頂ける機会があっ 

日本におけるメキシコ料理のパイオニア La Casita(ラ・カシータ)のオーナーシェフ渡辺庸生さんに、ユネスコ食の

世界遺産に指定された多様なメキシコ料理文化の真髄を縦横無尽に語っていただきます。どのようなお話しが飛び

出すか毎号のお楽しみです。La Casita の HP：http://www.lacasita.co.jp/menu/sugerencia/index.html (編集部) 
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た。夏にプランターで栽培を試みたところ、小さい葉

ながらも育ってくれたので、蛸のセビッチェ（レモン

漬け）に使ってみた。顧客だった食通で知られる映画

評論家の、故萩 昌弘先生の目に留まり、「美味しいね。

シャンツァイが潜んでいるのがいいね！」と絶賛され、

後日、先生の著書『味で勝負』に掲載して頂いたのを

懐かしく思い出す。 
エパソテも本国メキシコでは、フリホーレス（いん

げん豆の煮たもの）やトルティージャ・スープ、モー 

レ・デ・オージャ（牛肉と野菜の煮込み）、緑のモーレ

などに欠かせない食材である。ナワトル語の epazotl
が語源であるところから考えると、先住民達が数千年

に渡り食生活に取り入れて来た歴史が窺（うかが）わ

れる。ひなびた香りと微かな酸味、独特の風味はそれ

ぞれの献立にメキシコ料理の独自性を顕著に表してい

る。太古の昔から食の来歴を築き上げて来たメキシコ

の方々は、スペイン人来訪の後も揺らぐこと無く、先

祖の伝統を守り個性溢れる食文化を育み続けている。 
第 39 章 タンピコ風ステーキに感謝

私が料理の道を志（こころざ）して歩き始めた 1970
年代の頃、日本では西洋料理に於（おい）てフルコー

ス（オードブル、スープに始まり、魚、肉、野菜の料

理の後、デザート、コーヒーで終わる：広辞苑）があ

るのはフランスだけだと思われていた。その他の国、

例えばイタリアならピッツァとスパゲッティ、ロシア

はピロシキとボルシチ、インドはチャパティとカレー、

韓国はキムチと焼肉等、それらを賞味しただけで、そ

の国の食文化全てに触れたような認識だった。メキシ

コ料理に関しては無知も同然、少し知識のある方々で

も煮豆とタコスだけの理解で捉えられていた。まだ海

外を訪れるには高額な航空運賃、ドルの持ち出し制限

等、制約も多くあり、情報を得るには中々、難しい時

代でもあった。 

イタリアンのスーパーシェフ達が台頭してきた

1990 年半ば頃には、地域性溢れる献立の妙味、ピッツ

ェリア、トラットリア、リストランテなどの区別、1553
年、フランス国王に嫁いだメディチ家の妃付きのコッ

クがフレンチの基礎を作った歴史が明らかにされ、一

気に興味の対象が広がった。因みに現在も日常的にト

スカーナで食べられているいんげん豆は 16 世紀にメ

キシコから渡ったものである。彼等がそれぞれ現地で

修業して得た知識や技術の披露は、日本人を感心させ

るには充分すぎる程の力量だった。真に羨ましい限り

である。メキシコ料理店も最近、全国に増えて来たが、 

現地で修業した料理人は数人しかいない。レシピ本や

旅行程度で習得出来るものでは無い。 
メキシコ料理にフルコースがあることを表明しなけ

ればと決意したのは、旧山手通りにオープンした 1978
年だった。前菜、スープ、一品料理をふんだんに盛り

込んだメニューの数々は、徐々に知識層に浸透してい

った。海老のにんにく炒め、若鶏のメキシカンソース、

中でも評判を取ったのは、CARNE ASADA Ａ LA 

TANPIQUEÑA（牛フィレステーキのタンピコスタイ

ル）である。このステーキは、私が修業した伝統料理

の店（メゾン デル カバージョ バーヨ）の初代オーナ

ー、ホセ・イネス・ロレード氏が生まれ故郷のタンピ

コをイメージして 1939 年に考案した皿である。タン

ピコの山並みに見立てて牛フィレ肉を屏風のように折

り返し、繋げながら切ってゆく。折り返し部分がまる

で山脈のように見える見事な帯状のステーキである。  
メキシコ滞在中、全国を回ったが、驚いたのは、瞬

く間にメキシコ全土のレストランに広まり、肉の部位

や付け合わせの類の変化はあるが、タンピコ・ステー

キの名がメニューに載っている事実である。中には（ロ

レード氏のレシピで）と但し書きが記されている店が

何軒もあった。ラ・カシータの顧客達にも好評で、多

くの常連客が 40 年近くタンピケーニャが食べたくて

と通い続けてくれている。 
目を掛けてくれたロレード氏に感謝！ 

第 40 章 最高品質のジャポニカ米に感謝 
メキシコでの米の位置付けは五穀（米、麦、粟、豆、

玉蜀黍など）の類として扱われている。従って我が国

のように主食では無く、料理の付け合わせやスープの

具材にされる場合が多い。メキシコシティから 170Km

南西の街、タスコ周辺からメキシコ湾岸に沿った地域

で、主にインディカ米が作られている。勿論、ジャポ

ニカ種も食べられているが、長くて水分と粘り気の少

ないインデイカ米が好みのようだ。ユニークなのはそ

の調理法。生米を加熱したたっぷりの植物油の中で泳

がせて糠（ぬか）の癖を捕るのである。イタリア料理

のリゾットだとバターやオリーブ油で軽く炒めるくら

いだが、何とも大胆なやり方である。油を切った後、

絞ったトマトとライムジュースで人参、ズッキーニ、

青豌豆などの具材と共に調理されるのが一般的だが、

白く仕上げる場合は玉ねぎやにんにくと共に水で加熱

する。 

メキシコでは米料理は Sopa de Arroz(米のスープ)、

もしくは Sopa Seca(乾いたスープ)と呼ばれ、スープ

を充分に吸わせた野菜料理として捉えられている。定

食屋では液状のスープと共に提供されており、肉や魚

の皿に添えられ、おかずのように食べられている。 

 一流レストランだと顧客は富裕層が多いせいか、ア

レンジで海老や鶏肉等が加えられ、贅沢な一品の付け

合わせとして調理される場合もある。在墨時、地方を

巡っていた頃、ある店では香味野菜の風味豊かな白飯

に揚げたバナナが乗っていた。その取り合わせの妙味

に感動したのを覚えている。 

代官山、旧山手通りのオープンに向けて準備を進め

ている時期、最大限の美味しさを求めてジャポニカ種

のブランド米を使う事に決めていた。主食が米の日本

では味覚が繊細で、安物だと客達を失望させるのでは

ないかと考えていた。この選択が後に思いも寄らない

効果を生むとは仕込み当日まで、まだ知る由も無かっ

た。 

前日、水洗いした米を半日干し、次の日、調理工程

を経てオーブンから出した時だった。何と、ほぼ全量

の米粒が半分に割れているのである。品質が良過ぎて

芯が無いのが理由だった。失敗だがもう一度 50 人分を

仕込み直す時間は無かった。そのまま提供すると、開

店記念に訪れた招待客の皆は口々に「何！この弾ける

食感！美味しい！初めての味！」と絶賛の嵐である。

こんな幸運が待ち受けていようとは夢にも思わなかっ 
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た。その時以来、このメキシカンライスのファンは増

え続け、失敗作のまま、40 年仕込んでいる。何が幸い

するか解らないが、オリジナリティ溢れる一品は顧客

達の間で自慢の種として語り継がれる事態に発展して

いった。 

相乗効果に恵まれたのはこれだけでは無かった。米 

を加熱した油を海老や鶏、牛、豚等の献立の炒め油に

使用した所、良質の米の旨味、香りを持ち備えた最高

の油に変身していた。偶然とはいえ店の味を確立出来

た状況を鑑（かんが）みると、持って生まれた何かが

支配しているとしか思えない。与えられた結果に、日々

感謝の念である。 

第 41 章 人と人との微妙(みみょう)なる巡り会いに感謝 
現在の場所で再出発の目処（めど）が立ったのは1986

年の年始めだった。ビルの図面は出来ていたがオーナ

ーと設計者にお願いをして一部をテラスに変更、壁は

一面をガラス張り、床は増築をして厨房の面積を確保

し、更に、裏口の外には屋外冷蔵庫の設置、倉庫対応

の設備、更衣室、トイレ等、願い事の限りを尽くして

いた。振り返ればよくぞ強引な店子の要求を聞き入れ

てくれたものだ。おまけにビルの命名までさせてもら

た事実は、その時の私は余程、自分勝手に燃えていた

のだなと、自身でも呆れ返る。 

時はバブル景気の真っ只中、世の中は贅沢に浮かれ

ていたが、メキシコ料理再現の為に資金を全て店に投

入する姿に、高梨大家は感銘を受けてくれていた。何

度か共に食事をする中で、メキシコの食文化を熱く語

る私に影響されたのか、「自分も飲食の店をやりたく

なった」と心境に変化が訪れていた。イタリアが好き

な彼は、ラ・カシータのオープンと同時に「カターニ

ャ」の名で一階に開業する運びとなる。有能なシェフ

を雇い、中々美味しい店だったのを思い出す。隣で八

百屋を続けながら運営をしていたが、数年で疲れたの

か、何時の間にか物販テナントに貸すようになったの

は残念だった。根が優しい彼は仕事柄、野菜に詳しく、

事ある度に色々教えてくれた。2014 年に旅立ってしま

うのだが、店の現在があるのは、大いなる理解を示し

てくれたスタート時だと感じている。 

店の内装工事が進む段階でメキシコ本国を巡るチャ

ンスがあった。ラ・カシータの主要な二人と共に 3 週

間、各地域の食文化を貪欲に探る、非常に有意義な旅

だった。後に知ることになるが、ある場所で奇跡的な

逸話が生まれていた。それぞれの州の歴史を感じなが

ら、市場、定食屋、タコス屋、レストランを訪ねる中

で見つけた MI CASITA（私の小さな家）の名。それ

はオアハカの街の一角にあるレストランだった。当然、

親近感を抱いて入店し沢山の料理を注文した。全部で

は無かったが、チラキレス（揚げたトルティージャを

トマトソースで煮たもの）、鶏のモーレソース（伝統

的な唐辛子ソースを絡めたもの）が私の調理の味に似

通っていたのである。嬉しくなって、「店主に会いた

い」とお願いをしたら、大柄な Sr. Miguel が顔を見せ

てくれた。名刺を出して、日本でこの店名でやってい

る、味も近いと告げると、驚いた様子で「本当かよ！」

と握手を求めて来た。その夜は彼とメキシコ料理の奥

深さを語り合い、充実した時間が過ぎていった。 

それから 10 年後の話である。8 年間いた教え子が転

職を機にメキシコを訪ねるので、私の師匠の店、都市や

地方の美味しい場所を伝え、送り出した。各地を回り帰

国後、「オアハカの例の店、行ってきました」と渡され

た Shop Card には「La Casita」、そして店名の下部に

は小さな文字で「antes Mi Casita」（以前のミ・カシ

ータ）と記されていた。 ＜続く＞ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
お知らせ 

日墨協会支援 CF にご協力を!! 
メキシコでも COVID-19(新型コロナウイルス)禍は拡

大しています。メキシコ市の日墨協会は主な収益事業

(日本食レストラン・友好イベント・日

本語学校運営など)が政府により制限

され、日墨会館の維持運営の困難に直

面しています。生き残りをかけた自助

努力の限界突破を目指して、日墨協会はメキシコ国内

でのクラウドファンディング(CF)を立ち上げ、2 日間

で募金目標額を達成したとのことです。 
中村剛・日墨協会長はこのほど、日本在住のメキシコ

フアンにも協力を仰ぎたいと日本向け CF を新たに立

ち上げ、アミーゴ会員の熱き情熱と固い友情と変わら

ぬ友好の発露に期待を寄せています。すでに会員の皆

さまにはご案内済みですが、ご友人知己にも広く支援

の輪を広げてくださることを重ねて期待します。 
ついては、下記のプロジェクトページ(CF 手続きペー

ジ)を経由して暖かい義援金のご提供を改めてお願い

します。なお、支払いはクレジットカード決済で簡便

ですが多段階の安全確認が求められます。 
☆CF 手続きページ：https://camp-fire.jp/projects/view/309516 
☆日墨会館 HP：https://www.amj.mx/home-japon 
☆公式 FB：https://www.facebook.com/amjapon/ 

お知らせ 
独立記念日“グリート”ビデオを楽しもう!! 
9 月 16 日は第 210 回独立記念日。プリア大使による独

立の叫び(グリート)、日本各地のメキシコ人家族総出

演のダンスや音楽

満載のフィエスタ

ビデオがアップさ

れました。 
☆動画:https://www.youtube.com/watch?v=Ob4eRVlMJJo&t=2079s 
なお、メキシコ大使館の YouTube チャネルには各種動

画がアップされています。メキシコを満喫できますよ。 

テオティワカンのピラミッドの謎を視よう!! 
『古代メキシコのピラミッドに秘めら

れた暗号～天上界と地下界をむすぶ摩

天楼の完成～』(講師:嘉幡茂･京都外大)
の講演がアップされました。日墨交流

会が 7 月 18 日開催。先住民社会の世界観を辿る旅。 
☆動画:https://youtu.be/O0BdDXiovTo 
 
 
 
 
 

あとがき：メキシコでは COVID-19 感染者累計 73.8万人余、

死者同 7.7万人余(9月 29日保健省)。日本では自粛緩和で｢新

しい生活｣開始。生命の安全と社会経済活動の両立実験の行

方や如何。当会も活動自粛を余儀なくされ、会報だけが会員

の絆だと自惚れて継続。今号も寄稿者のご協力を得てお届け

できました。各位のご支援とご投稿を期待。[20200930 か] 
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